







伊東正裕 1)、松本京介 1) 



























者は計 12 名で、職種は、保育士 6 名・社会福祉士 4 名・臨








＜場面１＞子 1：小 6 の女子、子 2：小１の男子 




の状況を再現した。以下の場面では、子 1・2 を場面 1 と
同じ演者が演じ、若手の参加者が順に職員を演じた。 
＜場面２＞子 1 が子 2 のテレビ視聴をとがめて職員 A を























































河野聖夫 1)、星龍実 2)、押見将孝 2)、佐藤はるみ 3) 
1) 新潟医療福祉大学 社会福祉学科 
2) 新潟市民病院 患者総合支援センタースワンプラザ 






































個別インタビューは、調査期間である平成 25 年 6 月か
ら平成 27 年 3 月の間において、基礎評価の資料となる各
シートの提出後および基礎評価期間終了前の計 5回（年 2
回＋最終の 1 回）に実施し、IC レコーダーによって記録
した。また、KJ 法による内容の分析作業は、基礎評価完了









 初回と 2 回目の比較では、6 名全員でカテゴリー数が減
少、2 回目と 3 回目では増加した。3 回目と 4 回目は 3 名
が増加し 3 名が減少、4 回目と 5 回目でも 3 名の増加し 3
名が減少となった。初回と 5 回目の比較では、増加 3 名、
横ばい２名、減少１である。 
共通性・継続性においては、それぞれにおいて 5 回を通
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